
「抱え上げないケア」の普及のために

～相談・研修機関の立場から～

北九州市立介護実習・普及センター

（福祉用具プラザ北九州）

作業療法士・福祉用具プランナー

ノーリフトケアコーディネーター

櫻木美穂子



北九州市立介護実習・普及センター
（福祉用具プラザ北九州）のご紹介

ここにプラザがあります

旦過市場

北九州市総合保健福祉センター



設置目的：介護に関する知識及び技術並びに介護機器の普及を図る
ことにより、市民の高齢者福祉に対する理解及び参加の促進
に資するため。

沿革：

平成11年10月1日 北九州市保健福祉局障害福祉センターの展示相談係

（テクノエイドセンター）として設立

（福岡県は政令指定都市の福岡市と北九州市が市立で設置しており、福岡県と県のサ
テライト計４か所がある）

平成17年4月1日 通称名を「福祉用具プラザ北九州」と改称した

令和３年度より 介護ロボット開発・普及支援窓口を併設（運営は別会社）

北九州市の更生相談所
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福祉用具プラザ北九州平面図



福祉用具プラザ北九州



施設運営状況

• 相談件数：

• 介護講座：

約２，１５０件（約３，３５０人）

約７０回／約５００人（約９０回/約１３００人）

数字は令和３年度の実績。（）内は令和元年の件数

• 福祉用具の展示数 約１２００点

移動関連・自助具・排泄・入浴・意思伝達機器・ベッド関連など

• 来館者： 令和３年度年間 約５，３５０人 （約１２，５００人）

①一般市民対象 ②専門職対象 ③リクエスト講座（一般・学生等）



相談対応

福祉用具の選定や適合、介護に関する相談など多種多様

• 来館者：約５，３５０人（約１２，５００人）

• 相談：約１，３００人 （約２，４００人）

• その他（電話・メール等）：約５７０件（約７２０人）

• 福祉用具の適合のための試用貸出：

医療・介護の専門職対象 約６４０点（約１，０００点）

貸出の多いもの：１位―靴・シルバーカーなどの移動関連、

２位―シャワーチェアなどの入浴関連、

３位―意思伝達機器関連、

数字は令和３年度の実績。（）内は令和元年の件数

リハビリ専門職３名
介護福祉士３名が対応



来館者 相談支援

福祉用具と介護に関する相談対応

福祉用具の適合支援

「見て、触って、体験する」

相談の多い福祉用具：

・自助具（箸、食器などの食事関連）

・移動関連（靴・歩行車・車椅子・クッションなど）

・排泄関連（おむつ・尿取りパッド・頻尿など）

「実際に試すことが出
来る」ため

ケアマネジャーや相談
員、病院からの紹介で
来館する方が多数



介護講座 一般市民対象

４割程度は専門職• 一般市民向け―年間１５回開催

• 見学（福祉用具講座）：

一般市民や地域団体からのリクエスト ６回（２０回以上）

• 自助具作成ワークショップ：６回開催 定員５名（１０名）

作業療法士が対応

• 出前講座：一般市民向け

数字は令和３年度の実績。（）内は令和元年の件数

福祉用具・介護に関する基礎講座：福祉用具の使い方と負担の少ない介護
の普及

介護講座 ワークショップ



介護講座 専門職対象

医療・介護の専門職のための介護講座

• 回数：年間２２回開催

• 対象：医療・介護の専門職

コロナ前は実技研修中心、

コロナ後は定員を縮小し開催中 希望者には動画配信による受講も！

福祉用具の使い方と抱え
上げない介護方法の普及

を含む



訪問支援

• 個別訪問： 対象者 ７４人

福祉用具等の適合支援・評価

福祉用具の改良・自助具製作

１０４件

１５件

（一人で複数の相談がある方があるため）

• 施設訪問： ８件 （高齢者施設・障害者施設・病院等）

内容：福祉用具の使い方・負担の少ない介助方法などをスタッフへ

実技指導を行う

数字は令和３年度の実績。

北九州市内在住の市民対象に福祉用具や介護に関する相談に対応

• 訪問先：自宅・高齢者施設・障害者施設・病院など

• 訪問回数： 約２６０回（R3年度と変わらず）複数回訪問もあり



訪問支援 個別

• 個別訪問による福祉用具の適合と介護に関する支援：

約１０４件 訪問回数 ２００回

• 福祉用具の製作・改良：

１５件 訪問回数 ３５回

• 初回相談者：

1番ー介護支援専門員、2番―障害者相談支援員

家族・本人、介護・看護職、リハビリテーション専門職

行政のリハビリテーション専門職

重度意思伝達装置や補装具の判定に
関連する用具の適合など



訪問支援 個別 適合支援

• 相談内容：１番ーポジショニングを含めた姿勢保持

２番ー意思伝達機器関連

• 対象疾患：１番ー高齢者・認知症等

２番ー脳性まひ

３番ー神経・筋疾患

• 展示場から適合のために持ち出した福祉用具：１００点

１番ー意思伝達関連機器

２番ーポジショニングクッション類

３番ー自助具（MOMO、PSB）

プラザにない製品は福祉
用具の事業所やメーカー
の協力を依頼することも

補装具の判定に関係した
適合支援を含む



訪問支援 個別 製作・改良

市販の福祉用具が合わない、市販品にないなどの場合、

相談に応じ作成する

製作：自助具（１０件）

・食事・更衣・整容・仕事など多種多様。

姿勢保持関連（４件）

・背もたれや座面にウレタンを使ったクッションなどを作製。



訪問支援 施設支援

福祉用具や介護に関する技術講座を施設の
ニーズに合わせて開催

目的

• 福祉用具を適合した後、きちんと使われているか
が不安。

• 基本的なケアと福祉用具の使い方を伝えることで
導入した福祉用具の適切な活用を促す。

• 適合のポイント、使い方のポイントをスタッフが
知ることで、他の利用者へも汎化できるようにな
る。



福祉用具の役割

•当事者の出来ないを出来るように補助する

•介護者の身体的負担を軽くし、

•当事者の二次障害のリスクを減らす

自立支援

介護者支援

自立
支援

介護者
支援



福祉用具の適合

・スポットでしか関われないので、その方に関わる専門職と情報共有し、
スムーズな導入を謀る

・無理せず持続可能で、安全なのもか

・本人や家族の意向に沿ったものか

・複数の提案や、今必要なくても有用なものであれば情報提供する

生活の改善
福祉用具の導入
教育・リスク管

理が重要

本人の評価
身体機能・
ADL・認知
機能など

環境評価
生活環境・支
援者状況・社
会環境など

多職種からの情報収
集と連携が重要



抱え上げない介護（ノーリフティングケア）とは

•介護される側・する側双方において安全で安心な抱え上げない・
持ち上げない・引きずらないケアをノーリフティングケアと呼ぶ

• 安全で安心な看護・介護を提供するには、身体の間違った使い方
を無くし、対象者の状態に合わせて福祉用具を有効に活用し取り
組むことが必要

•福祉用具を使うことが目的ではなく、双方の健康的な生活を保障
できるケアを実践することが目的

• 介護者の腰痛・怪我の予防
• 利用者の自立支援と二次障害の予防

双方の健康的な
生活の保障



立てなく
なる

抱え上げのケアと不良姿勢のリスク

座れなく
なる

骨折・内
出♛など

介護者の腰
痛・怪我
のリスク



抱え上げなどの力任せのケアを行うことで

介助者に及ぼす影響 対象者に及ぼす影響

目先の効率を優先した力任せの介助の継続で
腰痛を発生させる

目先の効率を優先した力任せの介助の継続で
自立を阻み二次障害を発生させる

腰痛で休職者や離職者が増えることで他のス
タッフに業務負担が増え悪循環を引き起こす

力仕事・腰痛を起こす仕事というイメージの
悪さから人材確保が困難な社会的現象を生む

健康的な生活を保障するはずの医療・福祉の
現場で間違った介助で重度化を引き起こす

重度化による現場のケアの困難さと医療・福
祉費用の増大を招くなど社会的問題を生む

人材不足は結果的に対象者に向けてのケアの質の低下も引き起こす



抱え上げない介護 （ ノ ー リ フ テ ィ ン グケ ア ）

・障害が重度の方に行うケア限定ではない
・リフトなどの福祉用具を使うケア限定ではない
・ ケ ア限定ではな く 、すべての作業におけるもの
・取り組みそのもの

ノーリフティング≠介護技術・テクニック
＝腰痛をなくす取り組みそのもの

「自分の身を守るもの 」であり 、
「一緒に働く仲間を守るもの」

組織のリスクマネジメント
体制を整えることが必須



抱え上げない介護は介護を行う一つの手段であり
介護者と利用者を守るための手段である

ノーリフティング
ケア!

介護者の
腰痛・怪我
の予防

対象者の
自立支援と

二次障害予防

人材確保
（離職率の低下）

施設・経営者



抱え上げない介護の普及

・有名な講師を招聘して研修会の開催

・相談対応の中で必要性を伝える

・福祉用具の研修で使い方を伝える

① 一人でやってもほかの人はしないので浮いている
➁ 時間がかかるためしなくなる
③ そもそも福祉用具がない
④ 頑張っている職員が疲弊していく など

なかなか広まらない

以前

「なちゅは福岡」
立ち上げ

頑張っている人を
支えるため
人材育成



• 介護施設にお願いし普及チームを作ってやってみる

• 組織が動き出すとやらなければならなくなる

• 並行して必要な福祉用具の購入

• 負担が減るので元の介護には戻れなくなる

• 利用者が変わる

抱え上げない介護の普及

① 施設長・管理者が動かないと難しい
➁ チームを作って計画的に取り組む必要がある
③ チームメンバーの選定が大事
④ 必要な福祉用具は用意する

わかったこと

令和２年度から「福岡県
ノーリフティングケア普

及促進事業」開始
今年度までに３６の普及

モデル施設育成中

（委託運営：NPO福祉用
具ネット）



施設長・管理者が宣言する

腰痛予防対策チームを作る

業務中に活動できる体制を作る

チームに権限を与える（施設長のお墨付き）

施設長・
管理者研
修が大事



腰痛予防対策の実施チーム

腰痛予防対策推進チーム

①統括マネージャー

②職員の健康管理担当

③教育担当

④個別ケアプランニング担当

⑤環境調整、福祉用具導入・管理担当

腰痛予防対策チームの役割
腰痛予防対策チームは、安全衛生委員会と連携して、施設の腰痛予防対策の

立案やその実施に取り組む。具体的には、リスクアセスメントの実施、リスク
低減策の立案とその評価、福祉用具の使用に関する研修の企画と実施、など、
職員に対する腰痛予防に関連した事項の指導や支援にあたる。



1. 目的の共有

チーム・スタッフ全員で共有する

２．目標設定

１年後、６か月後、３か月後の目標を決定する

３．現状把握

チームで今の職場環境を把握する

４．課題抽出

出てきた課題を４本の柱に振り分ける

５．計画立案

目標に対し具体的計画を立案する。 （５W１H）

リスクマネジメントの手順



目的の共有

ノーリフティングケア ノーリフティングケア



今の医療・介護現場

コロナ禍によ
る医療・介護
現場の疲弊

人手不足・
人材不足の
慢性化

日本の医療・
介護の崩壊の

加速？



適合支援

専リ
門ハ
職ビ

リ

福祉用具
病院から在宅へ
施設から地域へ

多職種連携



高知県ノーリフティングケア

合同会社ナレッジソース
ノーリフティングケア
マネジメントマニュアル

福岡県ノーリフティングケア
普及促進事業



ご清聴ありがとうございました
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